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1. 概要 

LLC-4000, LLC-4000ME の Web メニューを操作する場合に使用するブラウザに関して、Edge や

Chrome の最近リリースされているバージョンを利用した場合に、本来、選択肢として表示されない項

目が一部のプルダウンリストに表示されるという現象が発生しています。 

本資料では、無効な選択肢が表示される具体箇所および注意事項について説明します。 

なお、本現象が発生している場合でも、取扱説明書に記載の有効な選択肢を選択すれば、エラー

の発生や異常動作をすることはありません。 

 

本現象が発生するブラウザのバージョンについて、これまで調査した状況は、以下の通りです。 

ブラウザ バージョン 無効選択肢の発生有無 

Edeg 130.0.2849.99 ○（発生せず） 

131.0.2903.48 ×（発生） 

136.0.3240.92 ×（発生） 

Chrome 134.0.6998.118 ○（発生せず） 

135.0.7049.96 ×（発生） 

137.0.7151.56 ×（発生） 
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2. 設定箇所一覧 

（1） ソフトウェアバージョン：V1.3 の場合 

動作モード メニュー 設定項目 

Ｅｎｃｏｄｅｒ ストリーム配信 P2P エンコーダ設定：基本設定→映像符号化 と 

             基本設定→音声符号化 の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：詳細設定→配信オプション 

  P2P エンコーダ設定：基本設定→配信先 と 

              詳細設定→配信オプション の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：詳細設定→配信オプション と 

          詳細設定→映像符号化オプション の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：詳細設定→映像符号化オプション と 

              詳細設定→蓄積      の組合せ 

  RTSP サーバ設定：基本設定→映像符号化 と 

             基本設定→音声符号化 の組合せ 

  SRT サーバ設定：基本設定→映像符号化 と 

            基本設定→音声符号化 の組合せ 

Decoder ストリーム受信 P2P デコーダ設定：基本設定→音声復号化 

  P2P デコーダ設定：詳細設定→ストリーム受信オプション 

  P2P デコーダ設定：基本設定→映像復号化 と 

            基本設定→音声復号化 の組合せ 

  P2P デコーダ設定：基本設定→映像/音声復号化モード  と 

         詳細設定→ストリーム受信オプション の組合せ 

  SRT クライアント設定：基本設定→音声復号化 

  SRT クライアント設定：基本設定→映像復号化 と 

              基本設定→音声復号化 の組合せ 
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（2） ソフトウェアバージョン：V2.1 の場合 

動作モード メニュー 設定項目 

Ｅｎｃｏｄｅｒ ストリーム配信 P2P エンコーダ設定：基本設定→映像符号化 と 

             基本設定→音声符号化 の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：詳細設定→配信オプション 

  P2P エンコーダ設定：基本設定→配信先 と 

              詳細設定→配信オプション の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：詳細設定→配信オプション と 

          詳細設定→映像符号化オプション の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：詳細設定→映像符号化オプション と 

              詳細設定→蓄積      の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：基本設定→配信先 と 

              基本設定→映像符号化 の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：基本設定→配信先 と 

              基本設定→音声符号化 の組合せ 

  P2P エンコーダ設定：基本設定→映像符号化 と 

              詳細設定→配信オプション の組合せ 

  RTSP サーバ設定：基本設定→映像符号化 と 

             基本設定→音声符号化 の組合せ 

  SRT サーバ設定：基本設定→映像符号化 と 

            基本設定→音声符号化 の組合せ 

 UDP 

トンネリング 

シリアル通信条件設定：インタフェース と 

               フロー制御   の組合せ 

Decoder ストリーム受信 P2P デコーダ設定：基本設定→音声復号化 

  P2P デコーダ設定：詳細設定→ストリーム受信オプション 

  P2P デコーダ設定：基本設定→映像復号化 と 

            基本設定→音声復号化 の組合せ 

  P2P デコーダ設定：基本設定→映像/音声復号化モード  と 

         詳細設定→ストリーム受信オプション の組合せ 

  P2P デコーダ設定：基本設定→映像/音声復号化モード  と 

         詳細設定→蓄積 の組合せ 

  P2P デコーダ設定：基本設定→映像/音声復号化モード 

  SRT クライアント設定：基本設定→音声復号化 

  SRT クライアント設定：基本設定→映像復号化 と 

              基本設定→音声復号化 の組合せ 

 UDP 

トンネリング 

シリアル通信条件設定：インタフェース と 

               フロー制御   の組合せ 
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3. 注意事項詳細 

3.1. ソフトウェアバージョン：V1.3 

 

3.1.1. Encoder：ストリーム配信：P2P エンコーダ設定 

（１）基本設定：映像符号化と基本設定：音声符号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

（２）詳細設定：配信オプション：機能と暗号化の組合せ 
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機能を’RTP’、’RTP/RTCP+AVPF(再送)’、’RTP+FEC(10%冗長)’、’RTP+FEC(30%冗長)’、 

’RTP+FEC(50%冗長)’のいずれかで選択している場合、暗号化を’ON’で選択は無効です。 

 

（３）詳細設定：配信先と詳細設定：配信オプションの組合せ 

 

複 数 配 信 を ’ON’ で 選 択 し て い る 場 合 、 機 能 を ’RTP/RTCP’ 、 ’RTP/RTCP+AVPF( 再

送)’、’RTP/RTCP+FEC(10%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(30%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(50%冗長)’

のいずれかで選択は無効です。 

 

（４）詳細設定：配信オプションと詳細設定：映像符号化オプションの組合せ 

 

 

 



LLC-4000, LLC-4000ME Web メニュー操作時の注意事項

9

機能を’RTP+ FEC(10%冗長)’、’RTP+ FEC(30%冗長)’、 ’RTP+ FEC(50%冗長)’、

’RTP/RTCP+FEC(10%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(30%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(50%冗長)’のい

ずれかで選択している場合、イントラ種別を’バリアブルフレーム’で選択は無効です。

（５）詳細設定：映像符号化オプションと詳細設定：蓄積の組合せ
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イントラ種別を’スライス’で選択している場合、蓄積ファイル数を 

’10’、’50’、’100’、’200’、’300’、’400’、’500’のいずれかで選択は無効です。 

 

3.1.2. Encoder：ストリーム配信：RTSP サーバ設定 

（１）基本設定：映像符号化と基本設定：音声符号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

3.1.3. Encoder：ストリーム配信：SRT サーバ設定 

（１）基本設定：映像符号化と基本設定：音声符号化の組合せ 
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映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

3.1.4. Decoder：ストリーム受信：P2P デコーダ設定 

（１）基本設定：音声復号化：コーデックと音声双方向の組合せ 

 

音声コーデックを’無し’で選択している場合、音声双方向を’ON’で選択は無効です。 
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（２）詳細設定：ストリーム受信オプション：機能と暗号化の組合せ 

 

機能を’RTP’、’RTP/RTCP+AVPF(再送)’、’RTP+FEC’のいずれかで選択している場合、暗号化

を’ON’で選択は無効です。 

 

（３）基本設定：映像復号化と基本設定：音声復号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 
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（４）基本設定：映像/音声復号化モードと詳細設定：ストリーム受信オプションの組合せ 

 

復号化モードを’超低遅延  時刻同期’で選択している場合、機能を’RTP/RTCP+AVPF(再

送)’、’RTP+FEC’、’RTP/RTCP+FEC’のいずれかで選択は無効です。 

 

 

復号化モードを’通常遅延 時刻同期’で選択している場合、機能を’RTP/RTCP+AVPF(再送)’で

選択は無効です。 



LLC-4000, LLC-4000ME Web メニュー操作時の注意事項 

 14 

 

 

復 号 化 モ ー ド を ’ 通 常 遅 延  即 時 再 生 ’ で 選 択 し て い る 場 合 、 機 能 を ’ RTP+FEC’ ま た

は ’RTP/RTCP+FEC’で選択は無効です。 

 

3.1.5. Decoder：ストリーム受信：SRT クライアント設定 

（１）基本設定：音声復号化：コーデックと音声同期の組合せ 
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音声コーデックを’無し’で選択している場合、音声同期を’ON’で選択は無効です。 

 

（２）基本設定：映像復号化と基本設定：音声復号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 
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3.2. ソフトウェアバージョン：V2.1 

 

3.2.1. Encoder：ストリーム配信：P2P エンコーダ設定 

（１） 基本設定：映像符号化と基本設定：音声符号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

（２） 詳細設定：配信オプション：機能と暗号化の組合せ 
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機能を’RTP’、’RTP/RTCP+AVPF(再送)’、’RTP+FEC(10%冗長)’、’RTP+FEC(30%冗長)’、 

’RTP+FEC(50%冗長)’のいずれかで選択している場合、暗号化を’ON’で選択は無効です。 

 

（３）詳細設定：配信先と詳細設定：配信オプションの組合せ 

 

複 数 配 信 を ’ON’ で 選 択 し て い る 場 合 、 機 能 を ’RTP/RTCP’ 、 ’RTP/RTCP+AVPF( 再

送)’、’RTP/RTCP+FEC(10%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(30%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(50%冗長)’

のいずれかで選択は無効です。 
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（４）詳細設定：配信オプションと詳細設定：映像符号化オプションの組合せ 

 

機能を’RTP+ FEC(10%冗長)’、’RTP+ FEC(30%冗長)’、 ’RTP+ FEC(50%冗長)’、 

’RTP/RTCP+FEC(10%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(30%冗長)’、’RTP/RTCP+FEC(50%冗長)’のい

ずれかで選択している場合、イントラ種別を’バリアブルフレーム’で選択は無効です。 

 

（５）詳細設定：映像符号化オプションと詳細設定：蓄積の組合せ 
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蓄積ファイル数を 

’10’、’50’、’100’、’200’、’300’、’400’、’500’のいずれかで選択している場合、 

イントラ種別を’スライス’で選択は無効です。 

 

（６）基本設定：配信先と基本設定：映像符号化の組合せ 

 

配信形式を’TS’で選択している場合、符号化モードを’超低遅延：フレームレート優先’で選択は

無効です。 

 

（７）基本設定：配信先と基本設定：音声符号化の組合せ 
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配信形式を’RTP’、音声コーデックを’無し’で選択している場合、音声双方向を’ON’で選択は無

効です。 

 

（８）基本設定：映像符号化と詳細設定：配信オプションの組合せ 

 

映像フレームレートを’2’以上、配信機能を‘RTP’、’RTP+ FEC(10%冗長)’、’RTP+ FEC(30%冗

長)’、 ’RTP+ FEC(50%冗長)’のいずれかで選択している場合、輻輳制御を’ON’で選択は無効で
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す。 

 

3.2.2. Encoder：ストリーム配信：RTSP サーバ設定 

（１）基本設定：映像符号化と基本設定：音声符号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

3.2.3. Encoder：ストリーム配信：SRT サーバ設定 

（１）基本設定：映像符号化と基本設定：音声符号化の組合せ 
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映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

3.2.4. Encoder：UDP トンネリング：シリアル通信条件設定 

（１）インタフェースとフロー制御の組合せ 
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フロー制御を’XON-XOFF’で選択している場合、インタフェースを’RS485-2W’で選択は無効です。 
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フロー制御を’RTS-CTS’で選択している場合、インタフェースを’RS485-2W’、’RS485-4W’、 

’RS422’のいずれかで選択は無効です。 

 

3.2.5. Decoder：ストリーム受信：P2P デコーダ設定 

（１）基本設定：音声復号化：コーデックと音声双方向の組合せ 
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音声コーデックを’無し’で選択している場合、音声双方向を’ON’で選択は無効です。 

 

（２）詳細設定：ストリーム受信オプション：機能と暗号化の組合せ 

 

機能を’RTP’、’RTP/RTCP+AVPF(再送)’、’RTP+FEC’のいずれかで選択している場合、暗号化

を’ON’で選択は無効です。 
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詳細設定：ストリーム受信オプション：機能と輻輳制御の組合せ 

 

機能を’RTP’、’RTP+FEC’のいずれかで選択している場合、輻輳制御を’ON’で選択は無効です。 

 

（３）基本設定：映像復号化と基本設定：音声復号化の組合せ 

 

映像コーデックを’無し’で選択している場合、音声コーデックを’無し’で選択は無効です。 
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（４）基本設定：映像/音声復号化モードと詳細設定：ストリーム受信オプションの組合せ 

 

復号化モードを’超低遅延  時刻同期’で選択している場合、機能を’RTP/RTCP+AVPF(再

送)’、’RTP+FEC’、’RTP/RTCP+FEC’のいずれかで選択は無効です。 

 

 

復号化モードを’通常遅延 時刻同期’で選択している場合、機能を’RTP/RTCP+AVPF(再送)’で
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選択は無効です。 

 

 

復 号 化 モ ー ド を ’ 通 常 遅 延  即 時 再 生 ’ で 選 択 し て い る 場 合 、 機 能 を ’ RTP+FEC’ ま た

は ’RTP/RTCP+FEC’で選択は無効です。 

 

（５）基本設定：映像/音声復号化モードと詳細設定：蓄積の組合せ 
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復号化モードを’超低遅延 時刻同期’で選択している場合、蓄積ファイル数を’10’、‘50’、‘100’、

‘200’、‘300’、‘400’、‘500’のいずれかで選択は無効です。 

 

（６）基本設定：映像/音声復号化モード：復号化モードとバッファ時間の組合せ 

 

復号化モードを’超低遅延 時刻同期’、’通常遅延 時刻同期’のいずれかで選択している場合、

バッファ時間を’0’で選択は無効です。 

 

3.2.6. Decoder：ストリーム受信：SRT クライアント設定 

（１）基本設定：音声復号化：コーデックと音声同期の組合せ 
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音声コーデックを’無し’で選択している場合、音声同期を’ON’で選択は無効です。 

 

（２）基本設定：映像復号化と基本設定：音声復号化の組合せ 

 

映像コーデックと音声コーデックは、どちらも’無し’を選択することは無効です。 

 

3.2.7. Decoder：UDP トンネリング：シリアル通信条件設定 

（１）インタフェースとフロー制御の組合せ 
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フロー制御を’XON-XOFF’で選択している場合、インタフェースを’RS485-2W’で選択は無効です。 

 

 
フロー制御を’RTS-CTS’で選択している場合、インタフェースを’RS485-2W’、’RS485-4W’、 

’RS422’のいずれかで選択は無効です。 
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